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会を重ねる「お茶っこの会」 ～ 25 ヵ所で 400 人が参加～

　町長と仮設住宅の住民が懇談する「お茶っこの会」は、2012 年 8 月の開始から 2014 年 1 月 16 日ま
でに 25 カ所で開かれ、延べ 400 人を超える住民が参加しました。町長が、仮設住宅の集会所や談話室に
出向き、復興状況を説明、質疑を交わします。住民に復興の情報を届ける一方、要望や苦情を聴き、その
内容を町政に反映させようとする狙いがあります。
　1 月 16 日に大槌町内の小鎚仮設団地集会場で開かれた「町長とのお茶っこの会」。仮設住宅に住む被災
者は、町長に、気持ちの揺れを打ち明けたり、町政に注文をつけたりしました。「震災直後は命が助かっ
たことに満足していたが、時がたつにつれて、だんだん
と悲しみが増してきた」「仮設住宅の被災者は、元気な人
とドロップアウトする人と、『鋏

はさみ

状格差』が生じている。
行政はその差を狭める努力をしてほしい」――。
　町内の仮設住宅には、2014 年 1 月 31 日現在で全町民
の約 3 分の 1 に当たる 4,144 人が住んでいます。復興情
報が、仮設住宅の住民に、正確に、わかりやすく伝えられ、
その結果として、復興に向けて住民の心が一つにまとま
らなければ、まちづくりは前進しません。「お茶っこの会」
は、単なる談論にとどまらない役割を担っています。
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3年目の仮設 〜より良き暮らしのために〜3年目の仮設 〜より良き暮らしのために〜

切り替えられるなど、復興の槌音が聞こえ始めて
きました。
　応援職員の会会長の鹿児島県南さつま市建設維
持課長・川野重美さんは「復興の状況を自分の目
で確認したくて参加しました。一歩ずつ前進して
いるように感じました」と話しました。
　宮崎県高

たか

原
はる

町から派遣され、昨年 4 月から 9 月
末まで勤務した大學康宏さんはこう語ってくれま
した。「充実した半年だった。私たちは決して大槌
町を忘れずに支援する」

私たちは大槌町を忘れない
〜応援職員の会総会〜

　全国の自治体や民間企業から大槌町に派遣され
た職員ＯＢ・ＯＧによる「大槌町応援職員の会」
の総会が 2 月 8 日、町内の三陸花ホテルはまぎく
で開かれました。現在、派遣中の職員を合わせて
約 60 人が参加し、旧交を温めながら復興支援を
続けていくことを誓い合いました。
　これまで派遣され、帰任した応援職員は約 300
人。現在は、247 人の職員のうち 118 人を占めて
います。応援職員の会は、派遣元に帰任しても、
交流の輪を広げながら町の復興を支援しようと、
昨年 3 月に結成されました。今回は設立総会に続
く 2 度目の総会で、鹿児島県から北海道までの自
治体から、元応援職員の方々が駆けつけました。
　総会では新聞やニュースレターを発刊したり、
今年の秋祭りの時期に総会を開いたりする事業計
画を決めました。その後の懇親会ではあちこちに
懇談の輪ができました。話題は、やはり気になる
町の復興の進み具合。中心市街地があった町方地
区では、先行盛り土が始まり、県道が仮設道路に

ひょうたん島日記

コ無形文化遺産登録の早池峰神楽は、大償神楽と
岳
たけ

神楽の総称です。大償と岳は、互いにライバル
関係にあって切

せ っ

磋
さ

琢
た く

磨
ま

し、神楽を 500 年以上にわ
たって伝承してきました。互いに競い合う構図は、
町内の各団体の関係と似ています。
　勇壮な岳に対して華麗な舞で知られる大償は、
竜天、天照五穀、権現舞の 3 演目を演じ、拍手を
浴びました。

守り育てて復興の力に

〜大槌町郷土芸能祭〜

　大槌町内の各地域に根付く神楽、鹿子踊、虎舞
などの郷土芸能を披露する大槌町郷土芸能祭が 2
月 9 日、城山公園体育館で開かれました。昨年に
続き、震災後、2 度目の開催です。地元から 7 団
体が参加し、ゲストに花巻市の早池峰大

おおつぐない

償神楽が
招かれました。
　町内には 20 を超える郷土芸能の団体があり、
そのうち 18 団体が町郷土芸能保存団体連合会に
加盟しています。芸能祭の実行委員長で連合会会
長の阿部富二男さんは開会のあいさつで、「復興の
槌音が聞こえるようになってきた。郷土芸能を守
り、育て、元気を出して前を向いて歩こう」と語
りかけました。
　出演したのは花輪田神楽、徳並鹿子踊、松ノ下
大神楽、安渡虎舞など地元の団体と、早池峰大償
神楽です。国指定の重要無形民俗文化財でユネス

　「小鎚川の河口近くで撮影しました。突然、降り出した雪、
ハクチョウ、盛り土。大槌の真冬をあらわす光景になりま
した。ハクチョウは越冬した後、シベリアに戻っていくこ
とでしょう」 【1 月 19 日、伊藤陽子さん撮影】

　「ホバリングしているタカ科のノスリです。秋から春にか
けて見かけます。出勤途中の早朝、小鎚第 13 仮設団地近く
の小鎚川沿いで撮影しました。5、6 羽いて、ネズミなどを
餌にしているようです」【1 月 29 日、三浦寧史さん撮影】
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